
C O N T E N T S

くしろ丹頂

JAくしろ丹頂
広報誌

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

編　集　後　記
EDITOR

,
S NOTE

ひでか すずか

第50回全道ＪＡ野球大会（９月１～２日・札幌）

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
30
平
成
21
年
10
月
発
行

vol.30
2 0 0 9 . 1 0

2009北海道ホルスタインナショナルショウ ――――――― １

女性部野菜即売会/白糠町カミングパラダイス ――――――‒ ２

鶴居村ふるさとまつり ――――――――――――――――― ３

普及センターだより ―――――――――――――――――― ４

生乳生産実績/家畜販売市況情報/人事異動/新人紹介 ―――‒ ６

組織機構図 ―――――――――――――――――――――― ７

理事会報告 ―――――――――――――――――――――― ９

本所玄関横の花畑に咲くコスモス本所玄関横の花畑に咲くコスモス

ＪＡくしろ丹頂野球部　全道大会第３位ＪＡくしろ丹頂野球部　全道大会第３位



カメラ
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2009北海道ホルスタイン ナショナルショウ

部 結　果 名　　　　　号 出品者(地区)

１部

１等４席 セ ジ ス  ブ ル ラ  ジ ヤ ブ ロ ー 成田 美咲（音別）

３等５席ヘイチヤン ゴールドウイン クライスラー伊深 洋平（白糠）

３等８席パインヘイブン ジヨルノ ジヨバーナ ＥＴ松井 俊治（幌呂）

２部
２等９席ア ワ ー プ ライド  アトラス  シ エ ラ植田 紘史（幌呂）

２等10席ブレア  ホープ  チヤンピオン  ビツグ㈲菱沼ファーム（鶴居）

３部 ３等２席セ イワ  ヘ ンドリカ  アトラス  ＥＴ(農)清和農場(鶴居)

４部 ２等６席マチムラ ポーラ チヤンプス シヤンテイ松下 雅幸(鶴居）

８部
２等４席プリンセス セプテンバー アウトサイド㈱敬和ファーム（音別）

３等２席パインヘイブン ダンデイー メロデイーヌ松井 俊治(幌呂）

10部 ２等２席ウツズスター エンペラー チヤーミー レオ林　 稔幸(白糠）

11部
２等９席ハ ツ ピ ー  コ ムリ ー  ダ ン デ イ ー（農)清和農場(鶴居）

２等11席Ｂ Ｓ  ダ ン デ イ ー  デ イ ロ ン大坂 博文(音別）

12部 ３等14席ミツ ク ス  マ リン  エ ル ヒ ー ロ ー佐藤 一哉（音別）

13部 ２等５席タン ロ ツ ク  ラ イ ラ  ユ ー  ベ スト伊深 洋平（白糠）

　

２
０
０
９
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ

ル
シ
ョ
ウ
が
、
９
月
12
・
13
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場（
河
東
郡
音
更
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
各
地
区
か
ら
予
選
で
選
び
抜
か
れ
た
乳
牛

計
４
０
３
頭
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
主

任
審
査
員
）
の
串
田
雅
樹
氏
（
清
水
町
酪
農
家
）

及
び
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
ア
ソ
シ
エ
ー

ト
審
査
員
）
の
小
泉
俊
裕
氏
（
北
海
道
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
農
業
協
同
組
合
）に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
か
ら
は
、
11
農
場
よ
り
14
頭

が
出
品
さ
れ
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
成
績
と
し
て

は
、
全
道
よ
り
集
ま
っ
た
高
レ
ベ
ル
の
出
品
牛
の

中
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
牛
は
健
闘
し
、
そ
の
中
で
も
１

部
未
経
産
カ
ー
フ
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
音
別
町
の

成
田
美
咲
さ
ん
の
出
品
牛
セ
ジ
ス 

ブ
ル
ラ 

ジ
ヤ

ブ
ロ
ー
が
１
等
４
席
と
な
り
、
ま
た
同
牛
は
ヤ
ン

グ
・
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
カ
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

見
事
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
清
水

町
・
成
松
直
樹
氏
の
出
品
牛
パ
イ
ン 

リ
ツ
ジ 
ギ

ブ
ソ
ン 

プ
リ
ン
セ
ス
（
13
部
５
歳
ク
ラ
ス
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の
と
お
り

で
す
。

主任審査員　串田 雅樹氏
（清水町 酪農家）

各部門ごとに行なわれる最終審査の様子

ヤング・ブリーダー・チャンピオン獲得‼

セジス ブルラ ジヤブロー　　出品者：成田 美咲（音別）
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９
月
９
日
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店

前
で
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部

鶴
居
支
部
に
よ
る
自
家
産
野
菜
の
展

示
即
売
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
即
売
会
は
毎
年
こ
の
時
期
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
女
性
部

員
が
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
様
々

な
野
菜
が
格
安
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
根
、
白
菜
、
ト
マ
ト
、
え
だ
豆

な
ど
彩
り
豊
か
な
野
菜
が
並
ぶ
と
村

民
や
通
り
す
が
り
の
方
々
な
ど
多
く

の
お
客
様
が
、
新
鮮
な
野
菜
を
求
め

て
店
頭
に
足
を
運
び
、
大
変
盛
況
の

う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

女性部鶴居支部 野菜展示即売会 開催

野菜即売会の様子 彩り豊かな野菜の数々

白糠町 カミングパラダイス 開催

多くの来場者に提供された新鮮野菜 大変好評だった牛乳の無料試飲

　

９
月
12
・
13
日
に
か
け
て
、
白
糠
町
駅

前
商
店
街
（
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
会
場
で

は
、
白
糠
町
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
通
称
カ
ミ
パ
ラ
と
呼
ば

れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
白
糠
町
特

産
品
抽
選
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
に
加
え
、
屋

台
が
約
45
店
出
店
し
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂

青
年
部
音
白
支
部
か
ら
は
、
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
や
乳
製
品
、
ホ
ル

モ
ン
焼
き
の
販
売
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部
白
糠

支
部
か
ら
は
、
自
家
産
野
菜
の
販
売
が
行

な
わ
れ
、
会
場
に
来
た
多
く
の
来
場
者
に

提
供
さ
れ
、
大
変
盛
況
で
し
た
。
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９
月
23
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河
畔
特
設
会
場
（
つ
る
い
グ
リ
ン
パ
ー

ク
隣
接
地
）
で
は
、
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
毎
年
９
月
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
好
天
の
も
と
、
特
設

会
場
で
は
味
覚
を
楽
し
む
様
々
な
店
舗
が
出
店
し
、
ま
た
牛
乳
の
早
飲
み

競
争
や
牧
草
ロ
ー
ル
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
酪
農
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
農
畜
産
物
販
売
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部

鶴
居
支
部
に
よ
る
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
根
、
玉
ネ
ギ
の
販
売
が
、
ま
た
Ｊ

Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部
鶴
居
支
部
か
ら
は
千
人
鍋
が
、
ま
た
同
女
性
部
幌

呂
支
部
か
ら
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
塩
煮
と
い
も
団
子
が
そ
れ
ぞ
れ
格
安
で

提
供
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。
ま
た
催
し
の
中
で
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鶴
居
出
身
の
酪
農
家
・
清
水
武
志
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ウ
も
行
な
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

鶴居村ふるさとまつり開催される!!

味も格別です

生・ゆでとうきびともに好評でした食欲をそそる千人鍋

晴れ渡る青空に響きわたった清水武志歌謡ショウ

地産地消・鶴居産いも団子ほくほく感が好評なじゃがいもの塩煮
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釧
路
管
内
で
は
残
念
な
が
ら
今
年
度

も
生
乳
の
抗
生
物
質
残
留
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
八
月
末
現
在
で
は
一
〇

件
の
発
生
が
あ
り
、
全
道
で
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
乳
は
食
品
で
す
。
消
費
者
に
対
す

る
農
畜
産
物
の
安
全
・
安
心
と
信
頼
を

得
る
た
め
に
も
、
残
留
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

一　

残
留
事
故
の
発
生
原
因

　

抗
生
物
質
残
留
事
故
は
平
成
二
〇
年

度
で
二
十
一
件
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

農
繁
期
、
飼
養
規
模
を
問
わ
ず
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
発
生
原
因
は
、『
マ
ー
キ
ン
グ

の
見
落
と
し
』
が
一
番
多
く
一
六
件
と
、

ほ
ぼ
八
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。『
マ

ー
ク
バ
ン
ド
脱
落
』
と
『
搾
乳
者
へ
の

連
絡
が
不
徹
底
』
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件･

一
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
一
）。

二　

事
故
を
防
ぐ
対
策
を
！

　

抗
生
物
質
の
残
留
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
治
療
牛
や
乾
乳
牛
は
搾
乳
を
す

る
作
業
者
の
誰
も
が
、
ど
こ
か
ら
見
て

も
判
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

事
故
が
起
き
る
前
に
、
以
下
の
こ
と
を

必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
治
療
後
す
ぐ
に
『
マ
ー
キ
ン
グ
』

　

治
療
に
よ
り
抗
生
物
質
を
注
射
し
た

り
乳
房
内
注
入
（
乳
房
炎
軟
膏
や
乾
乳

軟
膏
）
し
た
乳
牛
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ

に
ス
プ
レ
ー
で
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
位
置
に
付
け
ま

し
ょ
う
（
写
真
）。

　

ま
た
、
マ
ー
キ
ン
グ
は
毎
日
チ
ェ
ッ

ク
し
、
薄
く
な
っ
た
ら
再
度
ス
プ
レ
ー

し
ま
す
。

○
『
マ
ー
ク
バ
ン
ド
』
と
二
重
対
策

　

マ
ー
キ
ン
グ
は
、
牛
体
が
汚
れ
て
い

て
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
マ
ー
ク

バ
ン
ド
は
寝
起
き
の
時
に
は
ず
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
も
の
た
め
に
、
マ
ー
キ
ン
グ
と

マ
ー
ク
バ
ン
ド
の
二
重
対
策
が
有
効
で

す
。

○
治
療
牛
は
搾
乳
牛
と
別
飼
い

　

治
療
を
し
た
乳
牛
は
、
専
用
の
場
所

な
ど
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

繋
ぎ
牛
舎
で
は
一
定
の
場
所
に
ま
と

め
て
飼
養
す
る
こ
と
で
事
故
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
治
療
牛
の
記
録
や
伝
達
が
大
切

　

ど
の
牛
が
治
療
し
て
い
る
か
わ
か
る

よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
カ
レ
ン
ダ

ー
に
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
を
見
て
、
搾
乳
前
に
は
作
業
者

全
員
が
治
療
牛
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
や
声
か

け
も
大
切
で
す
。

○
残
留
確
認
検
査
を
受
け
る

　

乳
汁
中
の
抗
生
物
質
の
残
留
確
認
を

す
る
た
め
、
休
薬
期
間
が
終
了
し
た
ら

必
ず
検
査
を
う
け
ま
す
。

　

消
費
者
に
対
す
る
食
品
の
安
全
・
安

心
の
意
識
を
高
め
て
、
生
産
に
無
駄
な

損
失
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
一
年
八
月
作
成
）

抗
生
物
質
の
残
留
事
故
を

防
ご
う
！

どこからでも見えるマーキング
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普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

表１　抗生物質残留事故の発生（釧路管内平成20年度）

発生年月 出荷乳量
(kg)

廃棄乳量
(kg) 事故発生原因

1 H20.4 5,745 15,239 マーキングの見落とし
2 H20.6 2,707 7,028 マーキングの見落とし
3 H20.7 4,899 14,661 搾乳牛と混ざる、マーキングの見落とし
4 H20.7 1,710 8,984 マーキングの見落とし
5 H20.8 3,322 12,155 マーキングの見落とし
6 H20.9 2,303 13,730 マーキングの見落とし
7 H20.9 4,808 13,853 マーキングの見落とし、バンド脱落
8 H20.9 1,492 11,003 マーキングの見落とし
9 H20.9 3,786 9,369 マーキング遅れ、搾乳者間の連絡不徹底
10 H20.9 2,898 8,740 マーキングの見落とし
11 H20.10 3,391 14,245 確認検査中の誤搾乳、マーキング不明瞭
12 H20.11 6,306 13,848 治療牛入力忘れ
13 H20.12 1,110 11,789 マーキングの見落とし
14 H21.1 2,769 8,978 マーキング未実施
15 H21.1 1,109 13,173 マーキングの見落とし
16 H21.2 1,042 13,390 マークバンド脱落
17 H21.2 3,614 13,685 マーキングの見落とし
18 H21.2 2,435 10,035 マーキング未実施
19 H21.2 1,168 11,163 マーキングの見落とし
20 H21.3 2,533 8,260 搾乳者の変更、マーキングの見落とし
21 H21.3 2,418 9,547 マーキングの見落とし



　

そ
ろ
そ
ろ
今
年
の
一
番
草
サ
イ
レ
ー

ジ
が
開
封
さ
れ
る
頃
と
思
い
ま
す
が
、

サ
イ
レ
ー
ジ
の
出
来
は
い
か
が
で
し
た

か
？

　

も
し
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
が
あ
ま
り

良
く
な
く
、
牛
が
今
一
つ
食
べ
な
い
場

合
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
濃
厚
飼
料

を
与
え
る
と
、
疾
病
を
引
き
起
こ
す
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

濃
厚
飼
料
の
給
与
方
法
を
検
討
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一　

濃
厚
飼
料
を
摂
取
し
た
時
の

　
　

第
一
胃
内
の
変
化

　

し
っ
か
り
と
反
芻
す
る
よ
う
牛
が
粗

飼
料
を
食
べ
て
い
る
と
、
反
芻
の
際
に

唾
液
が
沢
山
出
る
の
で
、
第
一
胃
内
ｐ

Ｈ
は
、
微
生
物
が
安
定
し
て
活
動
す
る

こ
と
の
出
来
る
中
性
に
保
た
れ
ま
す

（
図
一
）
。

　

し
か
し
反
対
に
濃
厚
飼
料
が
多
い
と
、

第
一
胃
内
で
濃
厚
飼
料
が
急
速
に
発
酵

し
、
多
量
の
酸
を
作
り
出
す
の
で
、
ル

ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
（
図
二
お
よ
び
図
三
）
。

　

そ
の
結
果
、
採
食
量
や
乳
量
の
低
下

だ
け
で
な
く
、
疾
病
を
招
き
ま
す
。

二　

対
策

　

そ
の
一　

給
与
タ
イ
ミ
ン
グ　

　

第
一
胃
に
粗
飼
料
が
な
い
空
っ
腹
の

状
態
で
、
い
き
な
り
濃
厚
飼
料
を
与
え

る
の
で
は
な
く
、
粗
飼
料
を
一
口
で
も

食
い
込
ま
せ
て
か
ら
濃
厚
飼
料
を
給
与

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
給
与
の
順

番
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

手
持
ち
の
粗
飼
料
の
品
質
が
悪
く
、

牛
が
あ
ま
り
食
べ
な
い
と
き
は
、
ル
ー

サ
ン
乾
草
な
ど
の
良
質
粗
飼
料
を
購
入

し
、
少
量
で
も
給
与
し
て
か
ら
、
濃
厚

飼
料
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
二　

給
与
の
量
・
間
隔

　

濃
厚
飼
料
の
給
与
回
数
が
多
い
ほ
ど
、

第
一
胃
内
が
酸
性
化
し
に
く
く
な
り
ま

す
（
図
四
）
。
農
場
に
お
け
る
労
働
を

考
慮
し
て
、
可
能
な
限
り
回
数
を
分
け

て
給
与
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
度
に
給
与
す
る
濃
厚
飼
料
は
三
ｋ

ｇ
を
上
限
と
し
、
給
与
と
給
与
の
間
隔

は
三
時
間
以
上
開
け
る
と
、
ｐ
Ｈ
の
振

れ
幅
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

飼
料
の
給
与
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
、

牛
を
健
康
に
飼
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
農
場
で
も
試
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

内
容
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
平
成
二
一
年
九
月
作
成
）

濃
厚
飼
料
の
給
与
方
法

に
つ
い
て

①
サ
イ
レ
ー
ジ
や
乾
燥
等
の
粗
飼
料

②
粗
飼
料
と
穀
類
の
中
間
的
な
飼
料

　

（
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
等
）

③
濃
厚
飼
料

図二　ルーメンアシドーシス
発生過程の一例

図一　反芻による第一胃内pHの安定

図四　濃厚飼料の給与回数による第一胃内
　 pHの変化（カウフマン 1980）

図三　粗飼料の割合による第一胃内pHの変化
（カウフマン 1976より 一部改変）
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■平成21年度　生乳生産実績（８月）
月計乳量
（kg）

8月前年比
（％）

累計乳量
（kg）

累計前年比
（％）

釧路丹頂農協 8,669,282.4 101.0 44,309,595.7 102.1

（鶴居地区） 2,888,085.9 102.1 14,775,332.9 104.8

（幌呂地区） 2,310,034.9 100.4 11,658,607.2 99.4

（白糠地区） 2,027,547.8 103.0 10,358,220.5 102.8

（音別地区） 1,443,613.8 97.5 7,517,435.1 100.4

管 内 計 45,752,868.8 99.5 231,107,709.8 100.5

（平成20年度管 内 計） 45,991,413.1 230,017,818.2

■平成21年度　生乳生産実績（９月）
月計乳量
（kg）

9月前年比
（％）

累計乳量
（kg）

累計前年比
（％）

釧路丹頂農協 8,245,325.7 101.7 52,554,921.4 102.1

（鶴居地区） 2,728,832.8 102.3 17,504,165.7 104.4

（幌呂地区） 2,192,812.9 100.8 13,851,420.1 99.6

（白糠地区） 1,935,551.2 103.1 12,293,771.7 102.9

（音別地区） 1,388,128.8 99.7 8,905,563.9 100.3

管 内 計 43,613,074.4 100.4 274,720,784.2 100.5

（平成20年度管 内 計） 43,431,341.3 273,449,159.5

辞  令  発  令
平成21年10月１日付
氏　名 新　所　属 旧　所　属
堀越　宏祐 音別支所長 音別支所長兼購買課長
小林　和幸 音別支所　燃料課長 管理部付　釧路西部ＪＡ生乳共同検査運営協議会出向（課長待遇）
春日　　守 音別支所　購買課長 音別支所　購買課資材係長兼生活係長
北川　英希 音別支所　燃料課音別給油所 幌呂支所　営農課幌呂育成牧場
若狭　幸男 管理部付　釧路西部ＪＡ生乳共同検査運営協議会出向 音別支所　購買課音別給油所
森田　直樹 職員に採用する。営農部家畜改良課家畜改良係を命ずる。

森
もり

田
た

　直
なお

樹
き

■所属部署／営農部家畜改良課家畜改良係
■生年月日／昭和６１年４月１２日
■出 身 地／標茶町磯分内
■出 身 校／武修館高等学校
■趣　　味／車（10tダンプ、タイヤショベル・
　　　　　　　　トラクター・早い自動車）に乗ること

■特　　技／剣道
■組合員の皆さんへ一言
早く一人前になれるよう頑張りますので
ご指導よろしくお願いします。

新  人  紹  介

家畜販売市況情報  

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ５５０円／kg

４０kg～４４kg ４５０円／kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２８０　　　～　　　２００

初　　　　妊 ５５０～５１０ ５１０～４７０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４００　　　～　　　３５０

４ 産 ～ ５ 産 ３５０　　　～　　　３００

21年10月現在
21年10月現在

黒毛和種  （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 563頭 720,300 58,800 312,243 293 1,067 
去勢 752頭 598,500 42,000 389,089 309 1,258 

（提供／ホクレン帯広支所）

21年9月18日音更市場
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ひでか すずか
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2009北海道ホルスタインナショナルショウ ――――――― １

女性部野菜即売会/白糠町カミングパラダイス ――――――‒ ２

鶴居村ふるさとまつり ――――――――――――――――― ３

普及センターだより ―――――――――――――――――― ４

生乳生産実績/家畜販売市況情報/人事異動/新人紹介 ―――‒ ６

組織機構図 ―――――――――――――――――――――― ７

理事会報告 ―――――――――――――――――――――― ９

本所玄関横の花畑に咲くコスモス本所玄関横の花畑に咲くコスモス

ＪＡくしろ丹頂野球部　全道大会第３位ＪＡくしろ丹頂野球部　全道大会第３位

理　事　会　報　告

□ 10月に入り襲来した台風の農作物などへの被害は、心配していた程の大きな被害はなかったものと思われ、
一安心といったところでしょうか。
□ しかし、今後も台風に限らず、いつ来るか、発生するかもわからない地震や火災などの自然災害に対し、日
頃からの備えと、万一発生した場合に被害を最小限にくい止めるため、個人や家族または事業所ごとに万全
の対策を立て、まずは出来る所から防災対策を実践していきましょう!!

８月定例理事会
平成21年８月28日（金）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．ＪＡ全国監査機構監査報告書について 
６．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について

付議事項 
議案第１号　北海道信連に対する出資増口について
　　・原案通り出資増口することが承認されました。
議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
　　・原案通り融資することが承認されました。

議案第３号　 平成21年度畜産自給力強化緊急支援リース事
業実施申請について

　　・ 原案通り実施申請することが承認されました。

その他協議事項 
１． 配合飼料供給安定基金制度について
２． 第26回ＪＡ北海道大会議案に係る組織協議について
３． ＪＡ役員道内視察研修の実施について

９月定例理事会
平成21年９月28日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第２四半期末）報告について
４．内部審査の結果について
５．８月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 平成21年度下期更正計画の承認について
　　・ 原案通り更正計画が承認されました。
議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
　　・原案通り融資することが承認されました。

議案第３号　 平成21年度低温長雨対策及び生乳生産対策
要領の設定について

　　・ 原案通り要領の設定が承認されました。
議案第４号　役員推薦会議運営要領の一部変更について
　　・ 原案通り要領の一部変更が承認されました。

その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会の開催について


